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　高圧下 in situ 溶解度測定装置の概略図を図 1に，外観
を図 2に示す。図 1において，高圧セル（high-pressure 
cell）の部分は断面図を示している。高圧ピストンを油圧

ポンプにて駆動することにより圧力を発生させる方式で
あり，使用圧力の上限は地下環境を勘案し 40MPa とし
た。また，表 1に本装置の機能を要約する。
1．1　高圧下分析機能

1．1．1　Eh/pH 測定

　溶液の酸化還元電位（Eh）は，処分場における性能評
価を検討する事象に対して影響が大きく，高圧下でその
測定を行うことは重要である。本装置では，高圧仕様の
参照電極を高圧セルに設置し，白金電極を指示電極とす
ることで測定を可能にした。
　一方，溶液中の水素イオン濃度（pH）の高圧下での測
定も同様に重要である。通常，水溶液の pH測定にはガ
ラス電極が用いられるが，これは高圧条件では強度が不
足しているため適用できない。また，高圧条件で使用で
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きるものとしてはジルコニア電極が考えられるが，ジル
コニアは低温時には内部抵抗が大きく，200℃ 以下の環
境では適用が困難である。そのため，高圧下で室温から
80℃ 程度の温度雰囲気で使用可能な電極としてイオン
感応性電界効果型（ISFET）電極を採用し，特殊なコネ
クタを介して高圧セル内に設置することにより，高圧下
においても漏洩なく pHの測定が可能となった。
1．1．2　in situ レーザ誘起蛍光分析








